
第
二
章

戦
中
・
戦
後
の
演
奏
会

。
フ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
辞
任
の
あ
と
、
昭
和
十
二
年
の
秋
に
、
東
京
音
楽
学
校
管
絃

楽
団
は
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー

H
a
n
s
S
c
h
wi
e
g
e
r
 
(
一
九

0
六
l

)

を

指
揮
者
に
迎
え
た
。
彼
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
国
立
歌
劇
場
総
監
督
で
、
ナ
チ
ス
音
楽
家
の

最
高
の
名
誉
称
号
で
あ
る
「
ゲ
ネ
ラ
ル
ム
ジ
ー
ク
デ
ィ
レ
ク
ト
ー
ル
」
を
与
え
ら

れ
、
第
一
級
の
音
楽
家
と
し
て
来
日
し
た
。
だ
が
着
任
早
々
指
導
上
の
問
題
で
学
校

側
と
対
立
し
、
結
局
一
度
も
演
奏
会
を
行
わ
ず
帰
国
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
に
代
っ
て
昭
和
十
三
年
四
月
か
ら
若
い
ド
イ
ツ
人
指
揮
者
ヘ
ル

(

2

)

 

ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

H
e
l
m
ut

F
e
l
l
m
e
r
 (
一
九

0
八

l
一
九
七
七
）
が
雇
い
入

れ
ら
れ
た
。

徐
々
に
彩
ら
れ
て
き
た
戦
争
色
は
、
昭
和
十
六
年
(
-
九
四
一
）
十
二
月
八
日
の

太
平
洋
戦
争
勃
発
で
、
完
全
に
世
の
中
を
覆
っ
て
し
ま

っ
た
。
政
治
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
経
済
・
教
育
な
ど
す
べ
て
が
軍
部
の
手
中
に
収
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
音
楽
活
動
は
報
国
団
と
い
う
団
体
に
属
し
て
行
わ
れ
た
。
報
国
団
と
は
演

劇
•
音
楽
・
大
衆
芸
能
な
ど
の
俳
優
・
音
楽
家
・
芸
人
た
ち
を
総
括
し
た
団
体
で
、

そ
の
活
動
は
軍
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
。
こ
の
頃
、

「
音
楽
は
軍
需
品

な
り
」
と
い

う
言
葉
を
残
し
た
人
が
あ

っ
た
。
こ
の
人
は
内
閣
情
報
局
の
平
出
英
夫
海
軍
大
佐

で
、
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
八
日
「
高
度
国
防
国
家
建
設
と
音
楽
の
効
用
」
と
題
す

る
講
演
の
中
で
の
発
言
で
あ
っ
た
（
『
近
代
日
本
と
音
楽
』
日
本
音
楽
舞
踊
会
議
編
、

あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
七
六
年
、
一
四
八
頁
）
。
そ
の
意
味
は
「
高
度
な
音
楽
訓
練
を
受

け
た
人
は
、
戦
場
に
お
い
て
敵
の
動
き
を
音
感
で
い
ち
早
く
察
知
す
る
こ
と
が
で
き

昭
和
十
三
年
ー
ニ
十
七
年

（
一
九
三
八
ー
一
九
五
二
）

味
方
を
有
利
に
導
く
。
故
に
音
楽
は
軍
需
品
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
「
音
楽
は
軍
需
品
な
り
」
と
の
建
前
か
ら
音
楽
挺
身
隊
が
結
成
さ
れ
、

山
田
耕
搾
が
隊
長
と
な
っ
て
大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
演
奏
会
は
、
定
期
演
奏
会
を
除
き
、
も
っ
ぱ
ら
報
国

団
の
悼
兵
演
奏
が
主
と
な
っ
て
い
た
。
フ
ェ
ル
マ
ー
は
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
で
自
己

を
押
え
、
制
約
さ
れ
た
演
奏
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
は
い
え
、
東
京
音
楽
学
校

管
絃
楽
団
の
質
を
落
す
こ
と
な
く
、
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
格
調
高
い
演

奏
を
行
っ
た
。
日
・
独
・
伊
同
盟
に
よ
っ
て
英
・
米
の
音
楽
（
ジ
ャ
ズ
な
ど
）
は
追

放
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
音
楽
を
中
心
と
す
る
音
楽
が
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
の
は

幸
い
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
、
昭
和
時
代
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
紀
元
二
千
六
百
年
の
祝
賀

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
祝
典
で
は
当
時
の
わ
が
国
の
代
表
的
な
七
大
管
絃
楽
団
（
宮
内

省
楽
部
、
東
京
音
楽
学
校
管
絃
楽
団
、
新
交
響
楽
団
、
中
央
交
響
楽
団
、
星
桜
吹
奏

楽
団
、
東
京
放
送
交
響
楽
団
、
日
本
放
送
交
響
楽
団
）
を
動
員
し
て
「
奉
祝
交
響
楽

団
」
を
結
成
し
、
お
祝
い
と
し
て
贈
ら
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
カ
国
の

「祝
典
音

(
3

)

 
楽
」
が
演
奏
さ
れ
た
。
そ
の
中
の

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
〈
F
e
st
m
u
si
k
〉
は
フ

ェ
ル
マ
ー
が
指
揮
し
た
。

戦
争
中
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
も
う
一
っ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
悲
劇
の
象
徴
と
も
い

え
る
学
徒
出
陣
で
あ
る
。
昭
和
十
八
年
十
一
月
、
東
京
音
楽
学
校
主
催
で
フ
ェ
ル
マ

ー
指
揮
の
も
と
、
学
徒
出
陣
壮
行
演
奏
会
が
共
立
講
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

定
期
演
奏
会
は
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
八
日
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
行
わ
れ

た
第
一
〇
一
回
以
降
、
昭
和
二
十
四
年
ま
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

東
京
音
楽
学
校
に
明
る
く
は
ず
む
音
が
も
ど
っ
た
の
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四

五
、
八
月
十
五
日
終
戦
）
秋
。
戦
争
か
ら
解
放
さ
れ
た
教
官
お
よ
び
生
徒
た
ち
は
フ

ェ
ル
マ
ー
を
中
心
に
管
弦
楽
団
を
復
活
さ
せ
た
。
翌
年
の
秋
、
戦
後
最
初
の
芸
術
祭

を
音
楽
学
校
と
美
術
学
校
が
合
同
で
開
催
し
た
。
日
本
の
敗
戦
と
い
う
形
で
終
結
し

た
生
々
し
い
戦
争
の
傷
跡
も
ま
だ
癒
え
な
い
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
教
官
も
生
徒
も

―
つ
に
な
っ
て
、
全
校
を
あ
げ
、
真
の
平
和
の
よ
ろ
こ
び
を
芸
術
の
祭
典
で
祝
し

た。
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世
間
の
落
ち
着
き
と
共
に
わ
が
国
の
文
化
活
動
も
徐
々
に
復
活
し
、
新
し
い
民
主

化
の
一
環
と
し
て
「
教
育
刷
新
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
（
昭
和
二

十

一

年

八

月

九

日
）
学
制
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
秋
に
は
東

京
音
楽
学
校
も
美
術
学
校
と
合
併
し
て
、
東
京
芸
術
大
学
に
昇
格
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
は
創
立
お
よ
び
音
楽
教
育
創
始
七
十
周
年
目
（
音
楽
取
調

掛
設
置
年
か
ら
起
算
）
に
当
り
、
＋
月
―
―
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
帝
国
劇
場
を

借
り
切
っ
て
記
念
祭
を
催
し
た
。
翌
二
十
四
年
―
―
一
月
の
奏
楽
堂
に
お
け
る
記
念
演
奏

会
（
創
立
七
十
周
年
）
に
は
天
皇
（
昭
和
天
皇
）

・
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓

を

仰

ぐ

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一
連
の
行
事
は
、
ま
さ
に
東
京
音
楽
学
校
の
最
後
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
祭
典
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
が
発
足
し
、

制
度
上
、
東
京
音
楽
学
校
は
幕
を
降
ろ
し
た
。
だ
が
東
京
音
楽
学
校
は
そ
の
前
年
の

四
月
に
最
後
の
生
徒
を
入
学
さ
せ
、
彼
ら
が
卒
業
す
る
昭
和
二
十
七
年
三
月
ま
で
、

事
実
上
存
続
し
た
。

(

1

)

シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
は
辞
任
せ
ざ
る
を
得
な
い
心
境
を
昭
和
十
二
年
十
一
月
八
日
付
け
書

翰
で
乗
杉
校
長
宛
に
述
べ
て
い
る
（
『
外
国
人
教
師
関
係
綴
』
、
昭
和
十
二
年
ー
十
三
年
、
一

八
三

l
四
丁
）
。

当
時
、
こ
の
件
に
端
を
発
し
、
新
聞

・
雑
誌
等
で
東
京
音
楽
学
校
批
判
が

多
く
行
わ
れ
た
。
な
お
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
は
昭
和
四
十
九
年
客
員
教
授
と
し
て
再
来
校
、

音
楽
学
部
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
三
年
間
に
わ
た
っ
て
指
導
し
た
。

(

2

)

フ
ェ
ル
マ

ー
は
ド
レ
ス
デ
ン
の
出
身
。
ザ
ク
セ
ン
国
立
管
弦
楽
学
校
を
一
九
二
八
年
に

卒
業
、
同
年
よ
り
三
三
年
ま
で
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
ド
イ
ツ
国
民
劇
場
副
指
揮
者
、
こ
の
間
イ

ェ
ー
ナ
大
学
で
音
楽
学
、
哲
学
、
芸
術
史
学
を
修
め
る
。
三
三
年
同
劇
場
の
楽
長
と
な
る
。

同
年
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
オ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
市
立
劇
場
指
揮
者
に
転
ず
る
。
ま
た
作
曲
家
、

ビ
ア
ニ
ス
ト
、
伴
奏
者
と
し
て
も
活
躍
。
三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
東
京
音
楽
学
校
教
師
と

し
て
来
日
、

管
弦
楽
と
合
唱
の
指
揮
な
ら
び
に
作
曲
の
指
導
に
当
っ
た
。
昭
和
二
十
一

年
三

月
三
十
一
日
ま
で
在
職
。
帰
国
後
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
国
立
歌
劇
場
の
合
唱
指
揮
者
を
務
め
た
。

一
九
七
七
年
一
二
月
二
十
日
（
六
十
八
歳
）
没
。

(

3

)

日
本
政
府
で
組
織
さ
れ
て
い
た
「
内
閣
紀
元
二
千
六
百
年
説
典
事
務
局
」
は
欧
米
六
力

国
に
祝
典
の
交
曹
的
作
品
を
依
凝
し
た
(
『
-
音
架
評
論
』
第
九
巻
第
九
号
・
十
号
、
昭
和
十
五

年
九
月
号

・十
月
号
）
。
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
を
除
く
五
カ
国
よ
り
次
の
五
曲
が
贈
ら
れ
て

き
た
。

R
i

c
h
a
r
d
 St
r
a
u
s
s
:
 
F
e
st

m
u
si
k
 
z
u
r
 F
ei
er 
d
e
s
 2
6
0
0
j

a
h
ri
g

e
n
 B
e
st

e
h
e
n
s
 
d
e
s
 

5

シ
ュ
ー
マ
ン
作
~
交

響
的
練
習
曲

・
作
品
一
三
…
大
澤

ー

ー
（
休
憩
）
ー
—

〔

マ

マ

〕

4

ラ
ク
マ
ニ
ノ
フ
作

3

ヨ
ー
ゼ
フ
・
マ
ル
ク
ス
作

愛

ホ

短

調

…

…

…

…

志

K
ai

serrei
c
h
es J
a
p
a
n
,
 O

p
.
 

8
4

〔
ド
イ
ツ
〕

J

a
c
q
u
e
s
 I
b
er
t
:
 
O
u
v
e
rt
u
r
e
 d
e
 f
et
e
 (19
4
0
)

〔
フ
ラ
ン
ス
〕

I
l
d
e
b
r
a
n
d
o
 Pi
z
z
et
t
i
 :
 

Si
n
foni
a
 in
 la 
(19
4
0
)

〔
イ
タ
リ
ア
〕

S
a
n
d
o
r
 V
e
r
e
s
s
:
 S
zi
m
foni
a
 (19
4
0
)

〔
ハ
ン
ガ
リ
ー
〕

B
e
nj

a
mi
n
 B
ri
t
t

e
n
:
 Si
n
foni
a
 d
a
 
r
e
q
ui
e
m
 for
 full 
o
r
c
h
e
st

ra
,
 O

p
.
 

2
0
 

(
1
9
4
0
)

〔
イ
ギ
リ
ス
〕
（
こ
の
曲
は
当
日
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
自
筆
譜
は
東
京
芸
術

大
学
附
属
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
）

昭
和
十
三
年
一
月
二
十
九
日

研
究
科
生
徒
ピ
ア
ノ
演
奏
会

昭

和

十

三

年

一

月

二

十

九

日

（

土

曜

日

）

誓

裏

口

麟

心
E開

”

於
本
校
奏
楽
堂

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
敦
師
ピ
ア
ノ
演
奏
曲
目

拇

嘗

研

究

科

生

徒

東

京

音

楽

學

校

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ゲ
・

第
二
協
奏
曲
・
ハ
短
調
・

第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
永

…

井

ロ
ン
ド
・
ト
長
調
・
作
品
五
一
―

(

b

)

ボ
ロ
ネ
ー
ズ
・
作
品
八
九

(

a

)

 作
~

2
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ノミ

ツ

ノ‘

井 J I I 
ノ‘

lレ 進

賀

登

喜

都

パ

ル

テ

ィ

ー

タ

・

ハ

短

調

…

…

角

倉

美

禰

子
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